平成25年度　第7回理事会議事録
日時：平成26年3月9日（日）　　午後9：30開始
開催場所：山口大学医学部付属病院

出席者：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　大田則彦　金谷浩三　小田真一郎　齋藤康博　吉永憲正　村田良典　新町浩太郎　堀　健司　蔵永紀靖　林　忠正　丹羽英彰　兼廣敦子　池田隆志　増矢勝史　高山裕健　

欠席者　齋藤右司　渡邊征二　内藤貴之
以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として　丹羽英彰理事、議事録署名人として　堀　健司理事、兼廣敦子理事を選出した後、次の議案を付議した。
議案１．予算案について

山内会長：予算案について大田常任理事お願いします。
大田常任理事：今回の予算案はマンモ講習会を開催すると考え予算を立てています。資料を
参考にしてください。
山内会長：26年度の予算案について採決を取ります。

賛成　18人　反対　0人　保留　0人
議案２．線量計の購入について

山内会長：25年度に緊急被ばく医療の関係で県技師会としてＧＭサーベイを購入しよう
と考えている。県内施設で使用したい場合に貸し出すこともできる。
吉永常任理事：もう少し話し合いの場が必要と考えるがどうか。
大田常任理事：消費税が上がる前に購入したい。

山内会長：ＧＭサーベイの購入について採決をとります。

　賛成　17人　反対　1人　保留　0人
議案３.「医用画像専門技師」について

吉永常任理事：現在JARTも絡んではいないが、今後医用情報に対して画像情報が関係してい
るのは必然なことであり、診療放射線技師にとっても今後必要なことと考える。

来年1年間を期限に立ち上げにYARTの後援をいただけないだろうか。立ち上がれば、様々な問題に対応でき、回答もできるのではないかと考える。
山内会長：今までも研究会等に対して後援は行ってきている。検討委員会として位置ずけ会が立ち上がるまでYARTから交通費を出しても良いと考える。今後のYARTにとってもどのよ
うな方向性を持って会を立ち上げるかが重要になると考える。
齋藤常任理事：構成メンバーはどうするのか。

吉永常任理事：最初は２～３名でスタートするつもりである。
齋藤常任理事：診療放射線技師以外も構成メンバーに含まれるのか。

吉永常任理事：入る予定である。

山内会長：立ち上げまでであれば、他業種の方が入っても問題ないと考える。

小田常任理事：すでに立ち上がっている広島の構成メンバーはどうなのか。

吉永常任理事：前回の講習会内容を考えると画像のことはほとんど出ず、医事課系の話がい
くつかあったので、技師以外もいるのではないかと思う。ＨＩＳ・ＲＩＳの管理を含め、今
後他職種との連携が重要になってくると考える。
三輪副会長：期間と予算を決めてはどうか。

吉永常任理事：来年度中に立ち上げ、予算は３～５万円を考えている。

林理事：期間は単年度として理事会にて状況報告をしたらどうか。

増矢理事：これは構成員に対して支払うのか、技師のみに支払うのか。
山内会長：先程も言ったが構成員に対して支払うつもりである。

山内会長：期限を１年とし、会が立ち上がるまで、交通費等含め上限５万円までは構成員に対
して支払うがよいか。
賛成　18人　反対　0人　保留　0人

議案４.入会金についての検討（入会金検討委員会）

大田常任理事：転入者の入会金について話し合いました。しかし、入会金が問題で以前在籍していた県の技師会へ所属したままで、山口県へ入会していただけない状況が増えてきた。このままでは、県内の会員数も増えず、年会費の増収も望めない。よって、来年度より5000円ずつ減額し、平成29年度から無料とする。会長への答申は済んでいる。
山内会長：転入者の入会金について入会金検討委員会の報告に対して採決を取ります。

賛成　18人　反対　0人　保留　0人
議案５．諸規定の変更について

金谷常任理事：資料を参照してほしい。学術奨励賞及び功労賞ともに、第2条の「他団体等
で同様の賞を受賞したものは対象外とする」を削除し、追加項目として、表彰を行わない者
の規定として、（１）表彰日に在籍しない者（２）表彰日前1年間に懲戒処分を受けたもの（３）
その他、理事会が表彰することを適当でないと認めた者　の以上3点について、また学術奨
励賞のみ第2条（２）「本会学術大会での」に変更し、第7条「規定の改廃」を追加した。
林理事：今回委員会にて、この奨励賞が大学病院に偏らないだろうかと考えたが、施設係数もあるので、本会学術大会に限定しても問題ないのではないかという結論に至った。

齋藤常任理事：常任理事会という文言も理事会に変更してほしい。常任理事会にほとんど権
限はない。

山内会長：諸規定の変更について採決を取ります。

賛成　18人　反対　0人　保留　0人

議案６．総会時の委任状について

山内会長：ハガキにて委任状をいただくことができないか。また、その場合予算はどのくら

いになるか。
小田常任理事：別納と後納がある。届いた分のみ支払えばいい。期限を区切れば、それ以上
の請求はない。基本料金はない。プラス15円と25円がある。

山内会長：このハガキは抄録集または放射線やまぐちのどちらに入れたら良いか？
放射線やまぐちは、4月末、抄録集は5月のゴールデンウィーク明けに完成する。ただ放射線やまぐちに入れた場合、かなりアピールをしないとハガキの存在がわからない可能性がある。
齋藤常任理事：もしハガキが集まらなければ、例年通り、各地域理事が各病院へ確認をしな
ければいけなくなる。

吉永常任理事：個人情報の観点からは問題ないのか。

高山監事：来年度は期限等考慮するとハガキでの実施は難しいのでは。

大田常任理事：来年度、各地域の講習会等利用して、ハガキでの委任状の使用についてアピ
ールし、再来年度実施に向けていけばよいのではないか。

山内会長：では今年度はハガキによる実施は難しいので、広報をしていくことにしましょうか。
齋藤常任理事：抄録集にハガキを入れるのは期日的に難しい。

山内会長：抄録集は早く出すことは難しいか。

吉永常任理事：今の時点では難しい。

林理事：総会資料が会員の手元に届かないことには、委任状も出せない。

山内会長：抄録集の期日を早めないことには、ハガキによる委任状の運用は難しい。よって
今回のハガキによる委任状の件は、来年度以降の検討課題としてもよいか。
賛成　18人　反対　0人　保留　0人

議案７．理事の車賃について

大田常任理事：今までは、公共交通機関でなければいけないとか、キロ25円にしたらどうか
という様々な意見がでました。今回は、各地域の自治体（市役所）からの距離にて算出した。
ただし、同じ地域でも、かなり距離が違うにも関わらず地域内に勤務しているという理由で
同じ金額になるのはどうかとも考える。

小田常任理事：その件に関しては、もしその地域で勤務していて引越した場合に、その都度
変更するのはおかしいという話になったはずである。
兼廣理事：今まで通りではダメなのか。反対の意見がないようなら、今後の理事会で再度話
し合えばいいのではないか。

吉永常任理事：県が広域化させたのが問題である。以前丹羽理事よりメールにあったように、
各理事が最初に自宅か病院かを決めて表を作成すれば2年間はかわらないと思いますが。

山内会長：それをやると煩雑になる。林理事よりメールがあったように、長く使用できる旅費規程を作成する事が望ましい。
吉永常任理事：県に関して言えば、保健所の監査の時に毎回距離が違う方に対してキロで計
算しているので、やるのであればやったほうがいいと思う。

大田常任理事：高速のことや距離のことを言い出したらきりがない。自己申告で出したほう
が一番わかりやすい。

大田常任理事：丹羽理事の作った表を使えば、各自治体間の距離はすぐにわかるはずである。
丹羽理事：以前から使用しているＪＲの金額表と今回作成した自治体間距離の表は意味合いは全
く変わらない。よって煩雑になるとは思えない。前回の理事会でもあったように、各地域の
自治体を決めれば一番良いのではないかと考える。

山内会長：今回の表に決定すると交通費が全体的に上がるので考え方は悪くない。

齋藤常任理事：一律キロ30円の方がいいのではないか。

増矢理事：一度、この考え方でしてみてはどうか。

山内会長：今回の理事の車賃に丹羽理事の案を基に改訂する事で採決を採ります。

賛成　18人　反対　0人　保留　0人

山内会長：続いて、その場合キロ30円で計算することで採決を取ります。
賛成　18人　反対　0人　保留　0人

議案８．会費の納入について

山内会長：2人の方に関して、2010年から音信不通である。会費も払われていない。
林理事：退会処分としたらどうか。

山内会長：それでは、この2人について退会処分としていいか。

賛成　18人　反対　0人　保留　0人

検討事項
1． 総会について

金谷常任理事：資料を参照してください。会場は山口県立図書館レクチャーホールです。5
月17日の15：00～17：00と5月18日の9：00から17：00まで予約している。職員の勤務
の都合上9：00より早く開場することができない。学術の方で開場準備にこの時間で問題な
いか。
吉永常任理事：垂れ幕に時間がかかる。それさえ準備できれば問題ない。

金谷常任理事：会議・控え室は、レクチャーホールから少し離れているが2部屋確保した。
この2部屋に関しては、飲食可となりました。レクチャーホールは不可です。前日の打合せ
は済生会山口総合病院の会議室で行う。図書館が真横にある関係上、歌は禁止となりました。
また、プロジェクターが無いので、借りてくる必要あり。前回は会場の壁を使用して
行ったがどうか今回も同様で良いか。

吉永常任理事：前回、壁を使って学術発表を行ったが、実際の画像と色が異なったとクレーム
あり。よってスクリーンは借りるべきである。横断幕に合わせて、スクリーンをつけて
運用するのがいいかもしれない。

金谷常任理事：明日スクリーンが借りられるか確認してみる。県と市への後援依頼は承認済みで
ある。県に関しては2日間とも後援していただける。3月中に申請書を提出すれば、現在の税
率で計算していただけるので申請しても
いいか。（全員賛成）
金谷常任理事：それでは、早速申請しておく。前日の宿泊だが、早めに人数の確認が必要である。
関係する方は3月中に金谷常任理事まで連絡をお願いしたい。
総会での理事の役割等は昨年度の総会とほぼ同様としたい。

横断幕は今回記念式典がある関係上、3行に分けて作成する。また、記念式典の挨拶をする順
番はどうなるのか。
三輪副会長：まず、開会のあいさつを私が、次に山内会長挨拶、県の方からの挨拶、表彰してい
ただいて、最後に伊藤副会長より閉会の挨拶をします。その後、小田常任理事さんよりYARTの65年のあゆみについて15分ほど話をしていただく予定である。
伊藤副会長：タイムスケジュールは前回の理事会の資料を参照してほしい。

林理事：記念式典の間も受け付けは継続するのか。

山内会長：受付をします。楠本さんだけが残るようになるかもしれません。

林理事：記念式典の後総会があるのであれば、あまりにも時間が無さすぎるのではないか。

山内会長：どこかで時間を区切る必要がる。次回の理事会までに両副会長に案を練ってもら
いタイムスケジュールを含めて提示していただきたい。
山内会長：垂れ幕について、表示内容の是非を講師に確認する。

小田常任理事：前回お願いされた公開講座のポスターを作製した。300枚ほど準備しようと
思うがよいか。

山内会長：その枚数でお願いしたい。

林理事：総会の受付をいつまでするかきちんと決めた方がいいのではないか。

齋藤常任理事：昨年も、受付をして途中で帰った人もいる。そのため、総会時の総人数が会
場にいる人数と合わなかった。

山内会長：記念式典の人数と総会時の人数は一緒になるのではないか。
齋藤常任理事：もしかしたら記念式典のみ参加し、帰る人がいれば必ず人数が合わなくなる。

高山監事：帰るのであれば、委任状をおいていくのではないか。

齋藤常任理事：総会は確実に人数を把握する必要がある。どうなるのかが見当がつかない。

高山監事：今までも総会の前に受付をしてから帰る人がいたのではないか。

吉永常任理事：総会に出ても手を上げない人がいた。それをいいだしたら、きりがない。

小田常任理事：総会が始まる何分か前まで受け付けをしているとアナウンスするしかないの
では。
吉永常任理事：記念式典の最中もサブスクリーンにおいて例えば総会の10分前まで受け付け
をしている旨のスライドを出しておいたらどうか。

齋藤常任理事：記念式典の時にトイレに立った人がいれば、その時点で人数に違いがでる。

吉永常任理事：総会時に再度人数の確認をするのだから、全く問題ないのでは。

三輪副会長：受け付けは9時から10時20分までとする。

2． 総会演題について

吉永常任理事：現在、徳山中央病院2題、山口大学2題、岩国１題、宇部１題の6題出ている。伊藤副会長：県立中央病院から1題出るよう調整する。

三輪副会長：萩から1題出るよう調整する。
吉永常任理事：残りの演題については10日以内に内容等送っていただきたい。
3． 総会資料について

齋藤常任理事：総会目次にある名前等の変更等あるようであれば、齋藤常任理事までメール
してほしい。また、今年度活動のわからない研究会についても各代表者へ連絡して確認をし
ていただきたい。
齋藤常任理事：今年度、常任理事会を行っていないので、項目を削除する。

山内会長：ＣＴに関しては、渡辺理事に確認してほしい。

堀理事：山口腫瘍学会については、ＲＩファーマーに確認してみる。

吉永常任理事：治療に関しては確認する。

4． スポーツ大会について

金谷常任理事：6月29日（日）に昨年同様ソルトアリーナ防府で行う。総会に合わせて並行
して行わなければいけないので、ご協力をお願いしたい。
5． 法被の作成について
金谷常任理事：様々な色で考えてみた。原案は兼廣理事に考えていただいた。皆さんに
決めていただきたい。

山内会長：検査技師会は青である。山口大学がピンクである。同じ色は避けたい。

金谷常任理事：多数決により緑色とする。

金谷常任理事：のぼりの色はどうするか。

金谷常任理事：のぼりの色は黄色として、文面は任せてほしい。

議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午前11時35分に閉会した。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び議事録署名人及び監事がこれに記名押印する。

平成26年3月9日

　　　　　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会理事会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成人　丹羽英彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　山内秀一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表議事録署名人　堀　健司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表議事録署名人　兼廣敦子
監事　高山裕健
